
低炭素地域づくり面的対策推進事業費（エネルギー特会）

２，０００百万円（２５０百万円）

総合環境政策局環境計画課

１．事業の概要

21世紀環境立国戦略は低炭素社会に向けた取組として「環境に配慮した美

しいまちづくり」を掲げており、特に中長期の温室効果ガスの大幅削減を実

現するためには、緑地の保全や風の道の確保など、自然資本を活用しながら、

公共交通の利用促進によるコンパクトシティへの取組や未利用エネルギーの

活用等、面的な対策群の実施により、都市構造に影響を与え、環境負荷の小

さい地域づくりを実現する取組が重要である。

具体的には、低炭素の地域づくりを行う地域を公募し、地方公共団体・地

域住民・NPO・事業者等が参加する地球温暖化対策地域協議会を組織し、

① CO2削減等に係る目標の設定やCO2削減計画策定、そのために必要な調

査やシミュレーションを行う。（委託事業）

② ①の計画等に基づく面的対策群を実施するのに必要な費用を民間事業

者等に対し補助を行う。（補助事業）

２．事業計画

平成19～23年度の５年間（１地域あたり最長３年間）

３．施策の効果

地域づくりの計画に低炭素の概念を加え、シミュレーション等を行うこと

で実効的なCO2削減計画を策定でき、また、当該計画に基づいた施策を行うこ

とで、中長期的なCO2削減効果が期待できる。

４．備考

① 委託費 200百万円

（内訳）計画策定・シミュレーション事業 20百万円×10箇所

② 補助金 1,800百万円

（内訳）低炭素地域づくり推進事業

大規模 600百万円×４箇所×１／２ 1,200百万円

小規模 300百万円×４箇所×１／２ 600百万円



低炭素地域づくり面的対策推進事業の概要

低炭素地域づくりプラン
・ＣＯ２排出削減計画の策定
・事業化（フィージビリティ）調査
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面的対策事業（プランニング）

・交通系対策
・未利用エネルギーの活用策
・自然資本の活用による低炭素化 等

【ＥＳＴ選定プラン】

・重点プロジェクト詳細計画の策定
・事業化（フィージビリティ）調査
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